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ス タ イ ン蒐 集 トル キス タ ン出土
古 チ ベ ッ ト語 文 書
一 概要 とカタログ作成プロジェク ト
武内 紹人
は じめ に
スタイ ン(MarkAurelStein)が中央アジア探検により発見将来 し現在大英図書
館に保管 されているいわゆるスタインコレクション中のチベット文書は,パ リ
のペ リオコレクションとともに古チベット語文献資料の双壁をなす.敦 焼出土
の紙文書が主体のペリオコレクションに対 して,ス タインコレクションには,
敦煙出土の紙文書にくわえ,コ ータンやロブノール地域などシルクロー ド南道
ぞいの諸遺跡から発掘 された紙文書ならびに木簡が大量にふくまれている.こ
のように出土地が多様なうえ,大英図書館内部でいくつ ものグループに分けて
保管されていたため,現在 までスタイン蒐集チベ ット文書の全貌は不明のまま
だった.
そのうち敦燵石窟で見つかった文書については,1962年にVaU6ePouss童nの
カタログが出,そ のあと山口瑞鳳氏を中心とする東洋文庫チベ ット研究委員会
(2)
による改訂増補版が出版されつつあることで概要がほぼつかめるようになっ
(3)
た.し か し,敦煙以外の遺跡から出土 した文献については,ト ーマス(EW.
(1)LouisdeiaVall60Poussin,withanappendixontheChinesemanuscriptsbyKazuoEnQki:
Cαごα∫09麗εqμゐε買わε芸απル肱πμ5cゆ`3♪o醜7ヒπ一1㎜π9ごμ 他 伽 配α(～撰cε乙こわrαη,(OxfQrd
Univ.Press,1962).
(2)山口瑞 鳳 ほ か 東 洋 文庫 チベ ッ ト研 究 委 員 会編rス タ イ ン蒐 集 チベ ッ ト語 文 献解 題 目録 」
第1-12分冊(1977-88,東洋 文庫)一 …以 下 「東 洋 文 庫 カ タ ロ グ 」と略称.
(3)「東 洋 文庫 カタ ロ グ 」は,ス タイ ン 蒐 集 チ ベ ッ ト文 献 の うち敦 漣 出土 文 書 の 九 割以 上 を
リス トア ップ した優 れ た もの で あ る.し か し,そ の利 用 に際 して はつ ぎの2点 に留 意
す る必 要 が あ る.1)ス タ イ ンが第 二 次探 検 で 蒐 集 し,Ch.(=千仏 洞)ナ ンバ ー を付 し
たチ ベ ッ ト文 書 は大 英 図 書 館(旧IndiaOf猶ceLib町y)でも一 グ ル ー プ と して 保 管 され
て お り,「東 洋 文 庫 カ タ ロ グ」は そ の グ ル ー プ の全 文 書 を リス トア ップ して い る.し か/
(121)
(4)
Thomas)が一部 を公刊 した以外 は,そ の存在 す ら知 られていな い.
シル クロー ドぞい の遺跡か ら掘 り出されたこれ らの文書 は,多 くが 断片 で保
存状態 もわるい.し か し,仏 典中心の敦焼 文書 に くらべ ヴァラエテ ィに富んだ
俗文書が含 まれている ことが,ト ーマスの研 究か ら窺える.断 片 とはい え言語
学 ・歴 史学資料 としては敦煙文書 に劣 らない価値 を持 っているのであ る.
筆者 は1989年に大英 図書館(当 時India㎝ceLib田yandRecords)を訪 れ,
ミーラー ンやマザール ター グ出土 文書 が未整理 で きわめて悪 い保 存状 態 にあ る
の を見い だ した.そ こで東 洋写本部 門の部長(DeputyDirector)のGrahamW.
Shaw氏とサ ンスク リッ ト ・チベ ッ ト写本 の責任者(Assis⑳tKeeper)のMichael
O'Kee色氏 と協議 の結果,筆 者が カ タログを作 成 し,そ れに もとづ き図書 館側
が文書 の全面 的修復 をお こな うこ とになった.以 来,1992-94年の科学研 究費
(5>
補助(国際学術研究共同研究)プログラムを中心に5年 余りの作業の結果,全 文
書のカタログと写真を1g97-98年にユネスコ東アジア文化研究センターと大英
(6)
図書館の共同で出版するはこびとなった.
ただ,そ の過程でおおくの予期 しない問題がでてきた.と くに,最初にみつ
かった文書 グループ以外の場所にもミーラーン,マザールターグ等出土の文書
が散在 していることがわかったため,大 英図書館中の古チベット文書を網羅的
に調査 しなおすこととなった.お かげでスタインコレクションの古チベ ット文
献の全貌 をほぼつかむことができたように思う.本稿ではカタログ出版に先立
/し,後 述 す る よ うに ス タイ ン蒐 集 の 敦 煤 チ ベ ッ ト文 書 をす べ て カバ ー す る もの で は な
い 。2)東洋文 庫 に あ る マ イ ク ロフ ィル ム を対 象 と して お り原 文 書 そ の もの の カ タ ロ グ
で は な い.し た が っ て,例 え ば現 在 進 み つ つ あ る修 復 整 理 とは連 動 しな い,
(4>EW.Thomas,πわθ燃Lゴ'θrαり,Zεκ∫5α〃ωoc〃膨 鳩 ♪αηα 加858勲武舵5`αη,vol.2,London,
1951.以 下7LτDと 略 称.
(5>研究 課 題 「トル キ ス タ ン出 土 古 チ ベ ッ ト語 文 書 お よび 木 簡 の研 究 」課 題 番 号04044
101,平成4年 一6年,研 究 代 表 者 武 内紹 人.
(6)0屠1「め8'αηル血〃薦cr㌍広5ノ}oη3Eα∬ 距r舵5'αη功 疏ε∫'♂πCo"εc'∫o〃,compiledbyTsuguhito
Takeuchi,2vols:DescripdveCatalogucandPlates,TheCentreforEastAsianCu垂鋤ralStudies
forUNESCOandtheBritishLibrary.
(122)
ち,これまで明かになったスタインコレクションの古チベット語文献 とカタロ
グの概要を紹介 したい.
1.ス タイ ンチベ ッ トコ レクシ ョンの概要 と分類
スタインコレクシ ョン中のチベッ ト文献は,い くつかの異なる基準から分類
できる.
1.1ス タインが3回 にわたっておこなった探検の各々で将来したチベット
文献資料をスタイン自身の発掘報告の中から拾いだす と,つぎのようにまとめ
られる.
第一次探検(1900-01)
け ラ
1)Endere出土 の紙 文書
く　ラ
2)Endere寺院壁面 の落書 き
く　ラ
3)印石(コ ー タンで購入)
くユ　　
第 二 次 探 検(1906-08)
1)敦 燵 石 窟 出 土 の 紙 文 書 と壁 書
2)コ ー タ ン 地 域(MazErTagh,Sampula,Khadalik,Domoko,Ile-dong,
Balawaste,Keriya),ロブ 地 域(MiranI)出土 の 紙 文 書
3)同 上 の 木 簡
ロ く　 の
4)トルフ ァン地域(Kichik-hassEr)出土 の紙文書
ロ 　ラ
5)MlrfinI出土 の印
ロ の
6)カラシャル(Ming-oi)出土 の壷刻文
(7)MAStein,ん3cゴεπ'陥o泌,Oxford,1907;rep飢NewDelhi,198i,pp.425-427,AppendixB
part1-iii,P匪atesCXVII,CXVIII.
(8)A〃c'θπ∫κ庖o`αη:pp.429-432,AppondixBpartiv,PlatesXI,XII.
(9)Aηc1ε毘 κゐoεαπ:PP210,219,plate】L
(10)下 記1)か ら3)の グ ル ー プ に つ い て は,M.A.Stein,5θr'〃4如(Oxford,1921;repr,Delhl,
監98〔》一83)中の 記 述 が 多 い の でGeneraHndex:pp.1568-1569参照.
(11)3εr加4如;p.藍166.
(12)387∫πごガα:pp.465,480,PlateLI;T.Takeuchi,α4τ'δε広απCo〃〃αc∫プトo〃1C8〃'7αム4∫`α,
Tokyo,1995(以下Takeuchi,Coπ'rαc'5と略 称)pp.108-109.
(13)∫θr加4☆z:pp,1190,1222,PlateIV.
(123)
第 三次探検:(1913-15)
くヨの
1)敦 焼 石 窟 出 土 の 紙 文 書
2)MazarT5gh,MiranI,MlranXIV,Khadalik,Domoko出土 の 木 簡 と紙 文
く　らラ
書
く　　ラ
3)ト ル フ ァ ン地 域(Toyuk,Kara-kh6ja?)出土 の 紙 文 書
い の
4)Khara一㎞oto,EtSin-gol出土 の 紙 文 書
ロ おラ
5)Dark6tpassの岩石碑 文
このよ うに項 目をリス トア ップしただけではわか りに くいが,実 は第二次探
検将 来の ものが圧 倒的 に多 い.ス タインコ レクシ ョン中のチベ ッ ト文献 の主体
は第二次探検:将来 品(上 記項 目1,2,3)である.
1.2ス タ イ ン 将 来 品 は 周 知 の よ う に,つ ぎ の4所 に 分 け 置 か れ て い た.
1)IndiaOfficeLibraryandRecords(London)
2)TheBritishLibrary,OrientalCol蓋ections(London)
3)TheBritishMuseum(London)
4)TheNadonalMuseum(NewDelhi)
3),4)は,絵 や 物 品 が 中 心 だ が,3)に は 印(第 二 次 探 検 将 来 品 項 目5)や チ
(19)
ベット文入 りの仏画などが保管されている.4)にも絵入 りの経典や木簡数点が
(20>
あ る ようだが 詳細 はあ きらかで ない.チ ベ ッ ト文 献のほ とん どは,1),2)にお
い てつ ぎの よ うに分類 ・保管 され ていた.
(14)0監82121194a,b,c(1.2節の 記 述 参 照)が 該 当 す る よ う だ が 詳 細 不 明.
(15)M.A.Stein,∬η〃θ襯03'A3'α,Oxford,1928;rep鵬NowDelhi,1981,pp,134,173,iO55,1086,
AppendixR,PlatcsVII,CXXX,CXXXI.
(16)」ηηθr〃205'A∫'α:P.6呈5.
(17)血〃8r御o部A5'α:pp.447-449,461,AppondixR,PlatesCXXXI-CXXXIV.
(18)1πθ7〃如∬A∫∫α;pp.45-46,AppendixL,Piato46;T.Takeuchi,``OldTibetanRockInscdptions
nearAlchi,"H.UebachandJ.Pang且ung(eds。)τ'わ8'απZπ∫crゆ'ごo麗加Lα4α娩:StudiaTibedca
III,MOnich,inpress.
(19)o.g.Har.048.(1π〃er醒o∬A∫ゴα:pp.1052,1055).
(20)1997年に 調 査 す る 予 定 で あ る.
(124)
IndiaomceLibraryandReoords
1)Ch.ナンバ ーを もつ敦煙 出土文書 は,72冊 にわけて(vols.1-73,ただ し
vol.41はない)奉の形 に綴 じられ,漢 文 との二言語文書 はVQ1.Bとして箱 に入 れ
られ ている.(1996年初 めか ら本 を順 次解 体 しもとの写本の形 に もどして箱 に
入れて保管す る作業 が進みつつあ る,)
2)"PaperDocumentsfromMiran"のタイ トルがつい た2冊 の本 にMlr五n,
Maz盃r肱gh,Kh互dalik出土 の紙文書482点が綴 じられてい る.今 回の カタログの
主体 であ り,現 在すべ て もとの写本 の形 に もど し修復 がお こなわれている.
3)木簡約2300点が1か ら57の番号 を付けた箱 に入れ られてい る.た だ し,
Box57は行方不 明.Box51-56には"Stein3rdExpedidon"と記 され ている.
4)Khalar㎞oto,E的in-gol出土 の紙文書の主体 は,7冊 の本 に綴 じられてい
る.そ の他 に綴 じられ てない文書 が"S{ein3rdExp{虹idon"と記 され た箱 に入 れ
られてい る.こ れ以外 に も,IndiaOfficeLibralyの保管庫 のなかにKha旧一㎞oto
やEtsin-go1出土文書が数点散在 してい るの をみつけた(い ずれ もカ タログ化 さ
れてい ない).
5)コー タン語文書 はガ ラスのプ レー トには さんで保管 され てい るが,そ の
なか に数点のチベ ッ ト語文書があ る.ま た,"Kho㎞eseNewFπagments"と記 さ
れた箱 の なか に実際はマザ ール ターグ,カ ー ダリク出土のチベ ッ ト語写本があ
るの を発見 した(い ずれ も今 回の カタログに含 まれ る).
Orien謝CoHections
BhtishMuse㎜のDe卿mentofOhen佃PhntedBooksandManuscriptsが改組
された ものだが,こ こに入 った東洋語文献 はすべて受け入れ時の グルー プご と
にOrナ ンバ ーが つけ られている.Orナ ンバ ーは内容 に関係 な く図書 館 に受 け
入 れた順 につけ られた ものだか ら,番 号が大 き くなるほ ど新 しく入 った もの と
い うことにな る.現 在OLlか ら12000位まで使わ れてい るようで,各 番号の文
献群 の内容 を簡単 に記 した手書 きの本 がIndiaOmceLib㎜yにあ る.
(125)
ス タイ ン将 来本 の大 部分 は3度 にわ けて搬 入 され,各 々Or.8210,0r.8211,
OL8212の番号 がついてい る.Or8210が第二次探検 将来,OL8211が第一次探
検 将来,OL8212が第;三次探検 将来 とされているが,か な らず しも厳 密では な
く,と くにOL8212には明かに第二次探検 将来のチベ ッ ト,ウ イグル,ソ グ ド
(21)
文書 が含 まれ ている.こ れ らの3グ ル ープの後 に も小規模 なが ら何 度か にわ
たってス タイン将来の写本が運 び込 まれてい る.
ス タイ ン将 来の写本 がBdtlshMuseumとIndia㎝ceLib㎜yに分 けれ られ た
とき,チ ベ ッ ト文書 は原則 として後者 に入 り,前 者 には漢文や多言語文書 がお
もに入れ られた.し たがって,OhentaiCollecdonsにはまとまったチベ ッ ト文献
はな く,こ れ まで ほ とん ど注意 を引かなか った.し か し,敦 焼蔵経 洞,Mlr亘n,
Maz互r賄gh,Toyukなどか ら出土 したチベ ッ ト文書が漢文やサ ンスク リッ ト写本
に混 じって相当数含 まれているのが今 回の調査 で明か になった.
1)ΩL鎚皿
第二次探検 将来の敦燵蔵経 洞出土 の漢文文書 が主体であ る.Or8210中の文書
(22)
は,Sl,S2のよ うにいわ ゆるS番 号が つけ られ てい る.そ の うちSl-6980は
(23)
Gilesのカタログがあ り,残 りのS6981-13677中の漢文非仏教文 献(Sl3624ま
(24)
で)は榮新江教授 のカタログが最近 出版 された.Or8210中には以下 のような敦
煙出土のチベ ッ ト語文献 が含 まれてい る.S2228,7133,8550,9223,9286,9323B,
(21)第二 次探 検 将 来 品 が 第 一 次 よ り先 の 受 け入 れ 番 号 を もっ て い る の は,ス タイ ン将 来
品 がBd廿shMuse㎜に最 初 に運 び 込 まれ た のが,第 二 次探 検 の後(翌 年)の1909年だ っ
た か らで あ ろ う.当 時 の 状 況 は明 か で は な い が,探 検 の 順 次 に 従 っ て 将 来 品 が搬 入 さ
れ たの で は な くか な りの混 乱 が あ っ た ら しい.
(22)このS番 号 が ス タイ ン文 書 全 体 につ け られ たS[tein】番 号 と して,P[elliotl番号 と対
比 す る もの と しば しば誤 解 され,混 乱 を生 じて い る.Sは た しか にSteinを表 す よ う
だが,S番 号 は 実 際 に はOr8210の下 位 番 号 にす ぎ ない.
(23)LGiles,Dε∫cr膨ごvεCα`α'ogμθqプ漉eC砺πθ581伽麗∫cr切∫ノトo配7セπ.加απg加'hθ8rご'f∫ゐ
伽 ∫θμ〃3,London,TheTrusteesfotheBddshMuse㎜,1957.スタ イ ンが 第 三 次 探 検 で 将 来
した敦 煙 本(巻 子)570点もOr.8210ならび にG垂董esCatabgueに含 ま れ て い る ら しい.
(24)榮新 江 編 著 「英 国 図書 館 蔵 敦 焼 漢 文非 仏教 文 献 残 巻 目録 」香 港 敦 煙 吐魯 番 研 究 中心 叢
刊 之 四(新 文 豊 出 版 公 司,1994).
(126)
(25)
10646,10647,10649,10828A,B,11335,ll401-09,蓋1718,12321,12818.
2)ΩL処
(26)
第一次探検:将来の漢文文書が主体.1-991はChavannesによ り公刊 された.
その内956-961にチベ ッ ト文書 が4点 ある(今回の カタログに含 まれ る).992-
3326には漢文や カローシュテ ィの木簡 な ど雑多 な ものがあ るが まだカ タログ化
(27)
されていない.こ め中にはいまのところチベット文書を一点も見いだしていな
い.た だ,第一次探検:将来のエ ンデレ出土チベット文書が所在不明で,こ の中
にある可能性 もあるので再調査 したい.
3)Ω幽2
第三次探検:将来品が中心 といわれているが,実 際には第二次探検将来品も含
みかな り雑多である.多 言語文書を中心 とした1-195にはB㎜ 磯 の リス トが
(28)(29)
あ る.そ の うち194a,bはチベ ッ ト語 契約文書,194c(2点)はチベ ッ ト語 仏典
であ る.い ず れ も敦煙蔵経 洞出土.196-199は未使用.200-477は漢文 木簡,
(30)
478-855は漢文紙文書.い ずれ もMaspemによって公刊 された.856-1360はカ
タログ化 されてい ない漢文文書 である.1361-1927には,漢 文,サ ンスク リッ
ト,チ ベ ッ ト,コ ー タン,ウ イグル,ソ グ ドな ど雑多 な小 断片 が集 まっ てい
る.出 土地 もDomoko,MazarT五gh,Kucha,Toyok,Kharar㎞otoなど多様(敦煙以
外).こ の中には古チベ ッ ト語文書105点(今回の カタロ グに含 まれる),Kh㎜一
(25)S2228,7133につ い て は,Takeuchi,Co〃∫rαc∫5(上掲 注12)参 照.そ の 他 は 未 公 刊 だ
が,す で に 調 査 を す ま せ て い る の で 折 を み て 発 表 し た い.
(26)E.Chavannes,乙θ5面c㎜ π`5cん加oな ζ彫co岬8π∫Pα7A〃r8'∫∫θ功4αη∫'8∫αわ」θ∫4麗勲 「κ83∫αη
Or詑η∫α',Oxford,1913.
(27)"Or,8211Supp蓋ementa蜜yShelflist"とい う題 の タ イ プ ラ イ トさ れ た リ ス トが,"Provi-
sionalListofFragments-MasperoUncatalogued"とい う タ イ トル の 草 稿 本 の 中 に 含 ま れ
て い る(OIOCのReferencebooksheifにあ る).
(28)Bame質,LD."ListofMSSfromEastemTurkes競m,"OSR,19.b.
(29)Takeuchi,Co聯αc'5(上掲 注12):Texts40,47.
(30)HendMaspero,Lω吻c〃 η8薦c加 〃傭dθ 如'r傭 ∫∂〃躍 θ;甲84"ごoη4θ∫かA謀rε'∫'θ加8〃A∫∫θ
cθ〃'rα」θ,London,TheTrusteesoftheB甑shMuseum,1953。
(127)
(31)
㎞oto出土のチベ ッ ト語版 本1点 が見つかった.全 断片が7つ の箱 に分置 され,
箱 の中で は,2な い し4点 ず つ ビニー ルのサ ックに入 れ られサ ックの表面 に
OL8212ナンバ ーが貼 り付 け られてい る.し か し,サ ックの中で断片は 自由 に
動 き重 な り合 った りして,ナ ンバ ーが どの断片 を指す のか同定 で きない.さ い
わいOIOCの書架 に"Pr・visi・nalListofFmgments-MasperoUncatalogued"とい う
タイ トルの手稿本があ り,そ の 中に照合表(ただ し2種 類 の異 なるもの)が見 つ
か った.研 究協力者 として 同行 した吉田豊氏(神 戸市外 国語大 学)と 調査 の結
果,最 初 につ けた1361-1927の番号 に一部重複が あったので,別 の人が後 につ
けなお したこ とが判明 した.た だ,改 訂版 に も一部不可解 な空 白が あるが,準
拠すべ き唯一の資料なので,そ れ と照合 してすべてのチベ ッ ト語断片のOrナ ン
(32)
バ ーを決定 した.
4)ΩL坦5
チベ ッ ト語文書一点が コータ ン語文書11点とともにガラスのプ レー トに入 れ
られてい る.「AltanKhanがKhadalikの近 くで見つ けた(ス ペ ースあ き)Kedya
14/4/24」と書 かれた紙 が挾 まれて いる.(今 回の カタログに含 まれる)
India㎝ceLibraWandRecordsとOden刎Collechonsは,1990年末 に合併 し
てOden囲andIndiaOf∬ceCollecUons(略称OIOC)とな った.大 英 図書館本 館
と大 英博 物館 西側 のStoreS鵬etにあったOhen掘Collecdonsの建物 を売却 して
Wa團ooに 近 いBlac㎞arsRoadにあ るIndiaOfHceLibmlyの建物(OrbitHouse)
に合流 したのであ る.チ ベ ッ ト語のみ な らず東洋語写本が一箇所 に集 め られた
点便利 になった.今 回のカ タログの対象 も両方の コレクシ ョンに またが ってい
たので,統 合 は歓 迎すべ きことで あっ た.そ れ に伴 い,後 述 す る ように,旧
(31)2f士agments:0藍821211914=KKII.0279.SSS.
(32)その直後に郭鋒氏が同文書群中の漢文文書のカタログを出版 した(「斯坦因第三次中
亜探検所獲甘粛新彊出土漢文文書」甘粛人民出版社,1993).しかし郭氏は"Provi-
sionalList"を参照することなく恣意的にナンバーを付与 している.多種類の文書の集
合に対 して各言語ごとに勝手に番号付けをすると大きな混乱を産むことになるので避
けるべ きである.
(128)
IndiaOfficeLibロy蔵のチベ ッ ト文書 に も新た にOrナ ンバ ーを付与す る ことに
した.な お,1999年までには,oI㏄ もB而shLibr田y本部 とと もにロ ン ドン
北西部StPancrasに建 設予定の新 しいB面shLibraIyBuUdingに移 る予定 であ
る.
1.3ス タインコレクションのチベッ ト語写本は出土地と材質からつぎのよ
(33)
うに大きく分けられる.
A.敦煙蔵経洞出土紙文書
B.シルクロー ド南道(ミーラーン,マザールターグなど)出土紙文書
C.シルクロー ド南道(ミーラーン,マザールターグなど)出土木簡
D.カラホ ト,エチ ンゴル出土紙文書
このうちA,B,Cがチベッ ト帝国(吐蕃)期とその直後(7-10世紀)に書かれ
た古チベ ット語文献(01dTibe面texts)である.Dは より後期に属 し本稿の主題
からずれるが,こ の機会 に言及 してお きたい.
Dは チベ ット語文献史においてユニークな位置を占める文書 グループであ
る.チ ベット語文献はおおきく7-10世紀の古チベ ット語文献(中央アジア出土)
と13世紀以降の古典チベ ット語文献(チベ ット各地,北京等)に分けられる,前
者は写本,後 者は版本が中心である.カ ラボ ト,エチンゴル出土文書群(11-15
世紀ごろ?)は両者の中間に位置する.版本もかなりあるが写本がおおい.写本
ごとに古チベット語文書の綴 り字法と古典チベット語の綴 り字 ・スタイルが異
なる濃度であらわれるので,組 織的に比較研究すればpalaeo理aphyによる年代
推定 も可能になるだろう.写本の形態 もヴァラエティがあ り,古チベッ ト文献
にあった貝葉(pothiL巻子(scm11)にくわえ,瑚蝶装,袋 とじの冊子本 も出て
きている.チ ベット文献の言語 ・綴 り・スタイルなど各面における変化の相が
読み取れるのである.
(33)チベット文を含んだ絵 壷,印,近 世以降の版本などは除 く.
(129)
歴史資料 としての価値 もたかい.10-12世紀初はチベット史ではいわゆる暗
黒の時代 といわれる,中央チベ ットでは仏教が衰え,東西両端で仏教が維持 さ
れたとされるが,こ れらの文書はチベッ トの東にさかえた青唐王国さらに西夏
王国におけるチベ ット仏教の証である.と りわけ西夏仏教について大 きい意義
をもつ.西 夏仏教に対するチベ ット仏教の影響はしばしば指摘されているが,
実際西夏時代ない しその直前にどのようなチベッ ト仏教があったのかはほとん
ど追及されていない.カ ラホ ト等出土のチベ ット文書がそれに答えを与えてく
れることはまちがいない.た とえば,1995年にセントペテルスブルグを訪れた
際,大 判のpothiの片面にチベ ット文経典(般若経),裏面に西夏文経典が手書
きされた ものを見つけた.こ れは西夏時代のチベ ット仏教 と西夏仏教の関係 を
示す重要な資料にちがいない.チ ベット文の方が,古 チベット語文書特有の綴
り字法,ス タイルをかなり保持 しているのも興味深い。いまちょっと言及 した
が,セ ン トペテルスブルグにあるコズロフコレクション中にもスタイン本の数
倍にのぼるカラボ ト,エチンゴル出土チベット文書が保管 されている.残念な
が らスタイン本同様 これまでほとんど手が付けられていない.そ の研究には仏
教チベ ット文献学の知識 にくわえ古チベット語写本学の訓練 も必要だが,ス タ
イン,コ ズロフ両 コレクション中の貴重な資料が今後注 目され組織的に研究さ
れることをつよく希望する.
古チベ ット語文献に話 しをもどそう.Aグループについては上述 したように
Vall6ePoussinと東洋文庫のカタログがある.B,Cグループについては,F㎜cke
(34)
とThomasによりカタログ作成の準備が進め られていたようだが実現せず,
Thomasが選択 した一部(全体の約5分 の1)が公刊 されたのみである(ππ)).
筆者はB,C両グループのカタログ作成を依頼されたが,同 時進行は不可能なの
で今回はBグループ(紙文書)を対象 とすることにしたのである.
(34)Cグループについては,各木簡の特徴 を簡単に記述 したカードが作成されている.B
グループについては次節参照.
(130)
2.カ タ ロ グ作 成 プ ロ ジ ェ ク トの 経 過
前述 した ように,筆 者が1989年に旧IndiaOfficeLibraWで初めて ミー ラー ン
やマザール ター グ出土のチベ ッ ト文書 を見た とき,そ れ らは2巻 の書物 の形 に
綴 じられていた.両 方の巻に"PaperDocumentsfromMiran"というタイ トルが付
け られて いたが,一 巻 に は 臨r臨(siteI)出土文書 が265点,も う一巻 には
Maz五rT5gh出土文書212+Kh五dahk出土文書4+HassarB出土文書1の 計217
点が含 まれていた.両 巻 ともカバ ー,綴 じと もに半壊の状態 にあ った.文 書 は
網 に挾 まれた形で各頁の紙 に貼 り付 けられてい るためほ とんど判読不可能 な状
態であった.そ こで最:初の作業 と して,本 を解体 し網 をと り,文 書 を一点ずつ
プレー トにいれる作業 をお こなうことに した.
1992年に再訪 した ところ,確 か に文書 はプレー トに入れ られていた.し か し
裏打 ちの紙 によって裏面の文が見 えな くなって しまった.さ らに,文 書 番号が
複雑(例M.1.xxviii.oo34b.)なため多 くが誤 って転記 され ていた.さ い わい
(35)
F㎜ckeが作 成 したカー ドがあ ったので,そ れ と照 らし会 わせてすべての文書 の
番号 を訂正確認す る作業 にかな りの時間を費やす ことになった.同 時に7Z7Dと
も対 照 した ところ,7Zmに 載 っている文書 数点がみあた らない.と い うこ と
は,2巻 本以外 に も文書 があ るはずで ある.そ こで旧IndiaOf且ceLib㎜yの書
庫 を探索 した結果,64点 のチベ ッ ト文書が はいった箱が コータン語 文書 と一緒
に保管 されているのが出て きた.同 時に,11点 のチベ ッ ト語文書 が コー タン語
文書 と一緒の プレー トに入 れ られてい ることもわか った.
この過程 で今 回のカ タログを当初 の2巻 本 に とどまらず,「ス タイ ンコレク
シ ョン中の敦 焼以外 の中央 アジア出土 の古チベ ッ ト語紙文書」の網羅 的なカタロ
グ とす る方針 がかた まった.そ こで旧IndiaOfficeLib凱yのみな らずOhen刎
Collecdonsに散在 するすべ ての該 当文書の探索 を開始 した.そ の結果,OL8211
グループ中に4点,OL8212に105点,0監9615に1点がみつか った.こ の うち
(35)紙に貼 り付けて緑色の本の形にしてあるがタイ トルはない.
(131)
Or.8212については前述のようにOrnumberを確定する作業 も必要だった.
1992年から1994年にわたる探索の結果,合 計718点という予想以上の文書がリ
ス トアップできた.ま だ若干の失検があるかもしれないが,ほ ぼ網羅的なもの
と考えて間違いない.
これらの文書のカタログ化作業と平行 して,写真撮影のため再修復を行なう
ことになった.今 回は旧Oden闘Collecdonsの修復部(Oden囲CollecdonsCon-
servadonStudio)の松岡久美子さんが担当 して くださることになった.松 岡さん
は文を覆い隠していた裏打ちの紙 をすべてはがし,文書の表面の汚れを可能な
かぎり除去 してくださった.文書のおお くは表面が黒ずんで文字が判読できな
くなっており,大 英博物館でinfraredなどの光学器械を試 してみたが大 きな効
果はなかった.と ころが π、mや58勘伽 に数点含まれている写真 と照合する
と古い写真の方が現物 よりはるかにきれいで鮮明である.松岡さんによると,
写真撮影の後1950年代におこなった最初の修復作業の際,文 書にゼラチンを
塗ったのが時を経て黒ずんで しまったとのこと.修復の結果が裏 目に出て し
まったのである.これらの黒ずみ も松岡さんはできるかぎり除去 してくださっ
た,ま た今回の修復作業 をとお して相当数の断片の同定と接合 にも成功 した.
現在 これらの成果をカタログにとりいれる作業を写真撮影 と平行 して進めてい
る,
3.カ タログの概要
今回のカタログ出版の主目的は,1)これまで存在さえ知られなかった文書群
を学界に提供する,2)解読困難な断片を利用しやすい形にデータベース化する
ことにある.そ のためつぎの情報を提示することをめざした.
1)全文書のベーシックな記述(文書学的特徴 ・内容 ・テキス ト)
2)全文書の写真
3)簡明な統一番号 と原文書 にアクセスするための照合表
4)内容による文書の分類
5)固有名詞およびキーワー ドによる索引
(132)
6)全テキス トの音節索引
カタログを利用する人は,4),5),6)によって自分が興味ある文書を捜 し,
1)でそれについてのより詳 しい情報 を得,2)の写真と照合 してカタログのテキ
ス トの読みを確かめる.さ らに必要があれば3)によって原典にあたることがで
きる.
文書のほとんどが断片のため内容の同定(4)は容易ではないが可能なかぎり
同定ない し推定の結果 を示すことにした.テ キス トの読み(1,6)も,内容の解
釈 とあいまって初めて文字の読みが決まることがおおい.そ の意味で各文書の
テキス トの読みは時間をかけるほど精密になる.しか し今回はテキス トの存在
そのものを知らしめるのに意義があるので,あ えて暫定的な読みを提示するこ
とにした.
写真(2)については,読みにくい断片をできるだけ鮮明な写真にとるにはか
なりの費用がかかるため,BdtishLibra!y側でも逡巡があったが最終的にすべて
の写真 をとることになった.そ のかわ り,出版費用 をよそでさがすことにな
り,東京 にあるユネスコ東アジア文化研究センター(CEACS)の好意により
CEACSとBdsdshLibralyの合同出版が可能になった.
もうひとつの大 きな問題は文書番号(3)である.
3.1出 土地 と文書番号
文献学者ペ リオが敦焼石窟から価値の高い文書を精選 したのに対 し,ミ ー
ラーン,マザールターグなどの遺跡から発掘された文書が考古学者スタインの
手で整理されたのは幸いだった.ス タインは発掘 した文書 ・物品に周到な出土
番号(sitenumber)を小断片にいたるまで付 している.それらは次例のように各
文書の出土地を明確に示す.
sitenumber
M.1.ii.20.a.
遡
M.=Mlr五n,1.=sitenumberl
ii.(RomanLc.)引く)omnumber2inSitel
20.a.=atextnumberfoundinRoom2Sitel
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M.Tagh.a.VLOO25.
M.Tagh.i.0024.
Bal.0166.
Dom.0128.
E.i.19.
H.B.iii,2.
Ile-dong.024.
Kao.
Keriya
Kha.vi.14.a.
Khad.052.
Samp.040.
Toy.1.ii.09.h.2.
M.Tagh.(nospacebetween)=珂az互rT五gh
a.=refUseaccumulationpointa.
VI.==section6
i.(Romanl.c.)=roomnumberl
Bal.=Balawaste
Dom.ニDomoko
E.=Endere
H.B.(spacebetween)=Kichik-hass五r``the
LittleCastle"orHass五rB
IIe-dong.=Ile-dong
Kao.=Kara一㎞qa
Keriya
Kha.=Khad.=Khadalik
Khad.=Kh言dalik
Samp.=Sampula
Toy.=Toyuk
ところが,ス タインの精緻なsi肥n㎜berは余 りに複雑なために間違いやす
く,引用や記憶に適さなかった.さ らに後世の研究者はそれを誤解 ・誤用する
(36)
ようになった.た とえば,M.1.はM1伽1のsitei出土 を示 す番号だが,1が 大
文字のiと もとれ るため全体 でM砿nIの 略 と解 され る ようにな った.後 述 す
る ように,Maz5rT且ghが誤 ってM.T.と略 され るよ うになったのがそ れを促進
(37)
した.そ の結果,F.WThomasです らM.1.をMiとも書 くようになった.し か
し,ス タイ ンの番号体系で は,Miは 別な遺跡(カラシ ャル地 方のMing-oi)を指
すのであ る.
(36)Miranには遺 跡(site)が15あり,1か らXVま で ナ ンバ ーが つ け られ て い る.チ ベ ッ ト
文 書 の ほ とん ど は その う ちsit。1から出 土 した の でM.Lの ナ ンバ ー がつ い てい る.site
XIVから 出土 した チベ ッ ト文 書 も若 干 数 あ り,そ れ らはM.XIV.のナ ンバ ー を もつ.
Sθrlη伽:Plans29-30参照.
(37)e.9.7LτZ)vo13:P.193.
(B4)
Maz五rT互ghもス タイ ンはMTaghと略す るが,現 代 のチベ ッ ト学者や コー タ
(38)
ン語 学者 のお お くはMT.と 書 く傾 向があ る.し か し,MT.は ス タインの体系
ではMaz五rToghrakの略 であ り,実 際Maz互rToghrak出土 の文書 も相当数あ る
のだ.こ の よ うな新 たな略記 の導 入 は混乱 をまね くの こ とにな り賛成 で きな
い.ス タインの元 のsitenumberを正確 に保持 す る必要があ る.
た だスタインのs}ten㎜berが複雑 で引用 に適 さないの も確 かであ る.だ か ら
各文書 ない しグループ ごとに統 一番号 を考え ざる をえない。筆者 が カタログ作
りを している文書群 は出土地 もと りわけ多様 でsitenumberも複雑 な ものの集合
である.そ れ らは小 グループご とに大英図書館 内部の保管番号(requisi廿onnum-
ber)をもっているが,そ れ らもバ ラバ ラで統一 された ものでない.す で に二種
類の番号 がある うえに新 たな番号 を与 えるのは気 がすす まないが,結 局今 回の
カ タログ作 成 に ともないすべ ての文書 に統 一番号 を付 す ことに した.
新 しい カタログ番号(Takeuchinumber)は,出土 地を地理 的に西 か ら東 へ,北
(39)
から南へ並べた順序に基づいている.チ ベット文書の出土地をこの原理にそっ
て並べると以下のようになる.
A.ThesitesintheKhotanregion
1)Maz盃rT五gh(=M.Tagh.):asitetothenorthofKhotan.
2)Sampula(=Samp.):asitetotheeastofKhotan.
3)Domoko(=Dom.):asitetotheeastofKhotan,
4)Khadam((=Kha.=Khad.)lasitetothenorthofDombko.
5)Ile-dong(=Ile・一dong.):asitenearDomoko,1㏄atedintheareaofruinedsites
north-eastofDomokoofwhichKh五da1劃(marksthecenter.
6)Balawaste(=BaL):asitetothenorthofDomoko.
7)Keriya(=Keriya):asitetotheeastofDomoko.
8)Har(=Harding):Har」snotasitenumber,butthenameofthepersonwho
obtainedthemss,ThemsswerefbundsomewhereintheKhotanregion.
(38)コータン語文書については,大英図書館内部でもそれが慣習 となりつつある.
(39)Poussinカタログのように内容によって分類して番号づける方法 も考えられるが,今
回のように大部分が内容の同定が不可能な断片の場合効果的でない.
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9)Endere(;E.):asitetotheeastofNiya.
正0)unnumbered.
B.ThesitesinMlran
l)Mlr五nSitel(=M.1.)
C.ThesitesintheTurfanDepress童on
l)Kara一㎞ 句a(=Kao.)
2)Toyu〔k(=Toy.)
3)Hass且rB(=H.B.)orKich皿(一hass互r``theLitdeCastle":ruinedshrinesnear
thesouth-eastcorneroftheTurfanDepression.
D.Unidentified
A1)から始 めてDに 至 る順 に文書 を配列 した.各siteの内部で は,元 のsite
numberの順 に したが う.
カタログ中のすべ ての文書 は,1)統 一 カタログナ ンバ ー(Takeuchinumber),
2)sitenumber,3)BdtishLibraryにお ける保管 ナ ンバ ー(requisidonnumber)の
3つ の番号 を持 つ ことにな る.こ れ らの間の対 照表は カタログ中 に示 され る.
BLで 原写本 をみたい人 はカ タログに示 されたrequisidonnumberで請求す る こ
とにな る.
ところが,カ タログの主体 であ る旧IndiaαficeLib㎜y所蔵 の ミー ラーンや
マザールターグ出土文書 にはrequisito龍numberがなかった.そ こでGrahamShaw
氏 と相談 の結果,Orナ ンバーで まだ未使用 のOLl5000番号 をこの グル ープに
あて るこ ととな り,カ タログの順 にそって筆者がOL15㎜/1-546の番号 を新
たに付 与 した.
3.2お わりに
今回のカタログの対象 となった古チベット語文書の3分 の2以 上は,これま
で学界に存在すら知られていなかったものである.ほ とんどが断片で,し か も
多 くが極めて小さいため,個 々の情報量は必ず しも高 くないか もしれない.し
か しこれらは8-9世紀のシルクロー ド南道を中心に,敦燈 とはことなる社会 ・
言語 ・民族的背景をもとに産みだされた文書群であり,多角的な分析を くわえ
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ることで敦煙文書 とはちが う資料価値をもちうる.断片群 とはいえこれがその
世界で唯一の大規模なコレクションなのである.今 回のカタログと写真の公刊
によって一世紀ちかく眠っていた貴重な文献群がひろく知 られ活用 されること
を願っている.
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